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桑原季雄

１．ミュージカル映画『南太平洋」とマレーシア

（１）映画「南太平洋」

ジョシュア・ローガン監督による映画「南太平洋」は，1949年にブロードウェイで初演され，通

算1,925回の上演という大ヒットしたミュージカル「南太平洋」を，舞台の初演から９年後の1958

年に映画化したものである．ドラマの原作はジェームス・ミッチナーの短編集「南太平洋物語」で，

リチャード・ロジャースが音楽を，そしてオスカー・ハマースタイン２世が脚本と作詞を担当し，

日本では翌59年に公開された．

ドラマの舞台になっているのは，太平洋戦争さなかの南太平洋の小さな島である．ここに海兵隊

と共にやって来た従軍看護婦で典型的なヤンキー娘ネリーは，島に住むフランス人農園主エミール

と愛しあうが，彼の亡き妻が現地女性で，二人の間には褐色の肌の子供がいることにこだわり，決

心がつかない．けれど，エミールが付近の地理に詳しいのを見込まれ，軍の危険な任務について辛

うじて生還してきたとき，あらためて彼に対する真の愛に目覚める，というの話の筋立てである．

このミュージカルには，甘美な曲とは裏腹に人種偏見の問題があり，それがドラマの重要なポイン

トになっている．

この映画版の主役は，ネリー役に「ショーほど素敵な商売はない」（'54）のミッチー・ゲイナー，

そしてエミール役は「旅情」（'55）のロッサノ・ブラッツイであった．

映画では歌われる“SomeEnchantedEvening”や，ファニタ・ホールの“BaliHa'i”などは，

今ではスタンダード・ナンバーになっている．「南太平洋」は，「オクラホマ！」と共に40年代ブロー

ドウェイの生み出したミュージカルの最高傑作と言われる．この映画『南太平洋』が，実は，マレー

シアと関係がある．

（２）「バリ・ハイ」イン・マレーシア

マレー半島東海岸，ジョホール州メルシンの沖合い56キロに浮かぶ小さな島，テイオマン島は，

パハン州に属する南海の小島である．かつて南シナ海をゆく中国やアラブの商船が，この島に湧く

泉を求めて寄港したと伝えられている．島には熱帯植物が茂り，周囲にはエメラルドブルーの珊瑚

礁の海をもち，各国からダイバーたちが訪れている．この島こそは，映画「南太平洋』のロケが行

われた場所である．「バリ・ハイ」の歌声とともに神秘的な雰囲気が思い出されるあの島が，マレー

シアの島であると宣伝されなかったため，そのことはあまり知られていないが，実は南太平洋の島

ではなく，マレーシアの島なのだ．ジェームズ・ミッチナーの名作「南太平洋」の映画化にあたり，

プロデューサーは，原作を十分に生かすことのできるロケ地を必要としていた．彼は南太平洋地域
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の島を選ぶかわりにマレー半島東海岸沖にあるこの美しい島を選んだのだ．

きめの細かい白砂のビーチ，紺碧の海とヤシの木々は映画のイメージをそこなうことなくロマン

テイックな雰囲気もっていた．現在は，大型のリゾートホテルが建設されマレー半島東海岸の代表

的なアイランド・リゾートのひとつとなっている．島の人口は1,000余人で，人々は漁業に従事し

て素朴な生活を送っている．島の中央には標高1,037メートルのカジャン山がそびえ，また，この

島は，その起源とされる伝説をもっている．それによると美しい女の竜がパハン州から婚約者の待

つサラワクヘ結婚のための旅にでた．途中で疲れてしまった竜は，大海原に浮かぶこの島をやっと

みつけたが，ここでついに力尽きてしまった．竜は後世の旅人のための奇港地となるため，自らも

島となったという．今ではこの島へはクアラルンプールからばかりでなく，日本やオーストラリア

からの観光客なども多く訪れている．

南太平洋とマレー世界はさらに歴史的，文化的にもまた深いつながりがある．西はマダガスカル

から東は台湾，フィリピン，南太平洋の島々の文化の基層を形成するといわれる「マレー世界｣．

南太平洋の歴史と文化を深く理解する上で，「マレー世界」というものの理解は欠かせない．その

マレー文化が最も色濃く見られるマレーシア東海岸の話に入る前に，簡単にマレー半島と南太平洋

の歴史的，文化的関わりを見ておこう．

２．南太平洋とマレー世界

（１）４つの〈ネシア＞

南太平洋に広がる世界は語尾にくネシア〉を付けて呼ばれる４つの島喚圏，即ち，インドネシア，

メラネシア，ポリネシア，およびミクロネシアに区別される．〈ネシア〉とはギリシャ語でく島

々〉の意であり，４つの島峻圏の名称はそれぞれ，インドネシア〈インドの島々〉，メラネシア

〈黒い島々〉，ポリネシア〈多数の島々〉，ミクロネシア〈小さな島々〉を意味している．インド

ネシアは東南アジア世界に入り，残り３つが南太平洋としてイメージされる．マレー半島はインド

ネシア世界に入り，インドネシアを媒介にして南太平洋につながっていく．この４つの島順圏は人

類学的な地域区分であるが，その地域差にもかかわらず，多くの点で共通性もある．

まず第一に，生態学的には，熱帯もしくは亜熱帯に位置し，高温多湿な自然条件がくネシア〉の

世界の生活様式，とりわけ，生業形態の基本的枠組みを形作っている．

第二に，人種的にはモンゴロイドで，言語学上の分類はオーストロネシア（マラヨ・ポリネシア）

語族に属する．言語的には，〈ネシア〉の世界の大部分が，オーストロネシア語族に属する言語を

用いる人々によって植民された．この人々は単に言葉だけでなく，移動にともなって故郷の文化を

も新しい居住地に運んだ．オーストロネシア語族の起源について，最近の説では，オーストロネシ

ア語族は，大陸からまず台湾に移り，そこで分化してその地に留まったのが高砂族その他の高山諸

言語で，そこからフイリピン，西インドネシア，マレーシアに分布していったのが西方語派（イン

ドネシア諸言語）であり，台湾からフィリピン，モルッカをへてニューギニア北岸，メラネシアに
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進み，そこを第２の起源池として多様に分化したのが東方語派（オセアニア諸言語）だとされる．

オーストロネシア語族と関連ありとされた語族はどれも東南アジア大陸部から華南にかけて分布す

る．こうしてオーストロネシア語族の古い段階あるいはその前身が大陸部で話されていたことが推

測される．

第三に，文化的には，まず，イモ栽培はインドネシアにおける最も古い農業形態であった．メラ

ネシア，ポリネシア，ミクロネシアでは穀作が行われず，イモ栽培が農耕の中心である．このこと

は，これらの地域の農耕文化が，インドネシアの一番古い農耕文化の延長であることを意味する．

漁具，漁法についても，伝統的なカヌーの構造，特に舟体の片側にアウトリガー（舷外浮木）を

つけて安定をよくしたカヌーは，〈ネシア）の世界に独特の発明であり，とりわけ舟体の両側にア

ウトリガーを張り出した構造はインドネシア独自のものである．この両アウトリガーの分布は，イ

ンドネシアのほかでは，東はニューギニアの沿岸部にしか及んでいない．このように，ミクロネシ

アの人と文化はいずれもメラネシア，ポリネシア，インドネシアを共通の源泉としている．

（２）マレー人はどこから来たのか

マレー半島に最も古くから居住していると考えられる民族はネグリトとよばれている小数民族で

ある．ネグリトは東南アジア古代人の生き残りであり，およそ２万５千年前にマレー半島に来住し

たといわれている．かれらはマレーシア北部，中部の山岳地帯に住む移動狩猟民で，人口は約

2,000人で，６グループに分かれる．ネグリトは本来スペイン語で小黒人を意味し，身長は1.5メー

トル以下，皮層の色は暗褐色または黒色で短頭広鼻，毛髪は黒の縮れ毛か羊毛状である．

マレー半島のもう一つの先住民族はセノイ（サカイ）族である．人口は約３万人で，マレーシア

の中部山地と中西部海岸に居住し，６グループに分かれる．皮層の色はネグリトより明るく，毛髪

は黒の波状毛で，身長はネグリトより高い．セノイは，現在のカンボジアやベトナムから，およそ

６～8000年前にマレー半島に移住してきた焼畑農耕民で，陸稲とタピオカが主食で，狩猟や採集も

行っている．

ネグリトもセノイも，言語学上オーストロネシア語族に分類される広義のマレー人には属さない．

この広義のマレー系民族は東南アジア島順部で最も多く，広域に分布しており，民族学ではプロト・

マレー（原マレー）とデュテロ・マレー（２次マレーあるいは新マレー）に２分される．

プロト・マレーと呼ばれる人達はおよそ３～4000年前に北方の雲南方面から南へ移動して来て，

マレー半島に至り，先住民であるネグリトをジャングル奥地へと追いやって，その一部は半島の海

岸部に定着し，その他は半島を突き抜けて南太平洋へと広がっていった．この系統の民族は，スマ

トラのバタック族，スラウェシのトラジャ族，ルソン島のボントク族，イフガオ族など多数にのぼ

り，マレーシアではオラン・アスリのジャクン族などがこれにあたる．

紀元前300年頃から，これまた中国南部雲南地域から新しい移住者がマレー半島に入ってきた．

彼らデュテロ・マレー人は，インド人，アラビア人，中国人などの比較的新しい外来者との混血に
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よって形成されたもので，マレーシアのいわゆるマレー人のほか，スマトラのミナンカバウ族，ジャ

ワのジャワ族，スンダ族，スラウェシのブギス族，マカッサル族，バリ島のバリ人，フィリピンの

タガログ族，ヴィサヤ族，イロカノ族，モロ族などがその主なものである．デュテロ・マレー人は

プロト・マレー人を半島内陸部のジャングルに追いやり，海岸地方に定住した．追いやられたプロ

ト・マレー人は今日，ジャクンとして知られる．デュテロ・マレー人もプロト・マレー人もともに

人種的には同じモンゴロイドである．

島膜部東南アジアが比較言語学上，単一のオーストロネシア語族に属しているが，この語族の分

布は，インドネシアからさらに東方のメラネシアの大部分と，ポリネシア，ミクロネシアの全域を

包む太平洋上の島々にまで及んでいる．マレー語は，イスラム教とともに通商語として島喚部各地

の主として海岸部に普及し，その共通語（リンガ・フランカ）的性格がインドネシア語成立の基盤

となった．

（３）今日のマレー人とは誰か

①イスラム教を信奉し，②マレー語を喋り，③マレーの慣習に従い，④独立（1957）以前にマラ

ヤ連邦もしくはシンガポールに生まれたか，あるいは一方の両親がマラヤ連邦が独立した日に住ん

でいたか，あるいはマレー人だという証明をされたという条件を満たす人ということになる．

マレー（Malay）あるいはオラン・ムラユ（Melayu）とは人種的カテゴリーで，マレー人とい

う意味である．マラヤ（Malaya）とは戦前はシンガポールを含むマレー半島全域，今日では半島

にある９つのマレー州とベナン，マラッカを加えた土地を示す地理的用語であり，マラヤン

(Malayan）は，人種の区別なく，マラヤの永住民である者をさす．マレーシアン（Malaysia､）

は，今日ではマレーシア連邦，即ち，マラヤ，サラワク，サバに住む人々をさす．

７０年代初頭までマレー人の約８割は農村に住み，その過半数が農業に従事した．マレー人の伝統

的生業である水田稲作はマレーシアの北部４州（ケダ，ペラ，ペルリス，クランタン）に集中し，

他方，南部諸州ではゴムやパームオイルヘの依存が増加した．

マレーシアは，マレー人，中国人，インド人からなる複数の社会が並存し，互いに別々の言葉を

使い，別々の宗教を信じ，異なった文化生活を営んでいて，互いに交流も干渉も求めずに共存し，

ただ経済においてのみ関わり合うという「複合社会」であった．マレーシア成立の歴史を見ると，

実はこの複合社会とは植民地支配のもとで形成され，間接支配に最も適した社会形態であった．

イギリス植民地支配が本格化する19世紀前半までは，マレー半島には中国人もインド人も殆ど存

在しなかった（1842年の調査では，中国人が住んでいたのはマラッカとベナンだけで，合計16,597

人にすぎなかった)．それが，1901年には殆どの地域に分布し，人口も50万人をこえていた．イン

ド人も1905年までは２万人を越えることはなかったが，その後のゴム景気によって大量に流入した．

今世紀の僅か20年程の間に今日のような多様な人口構成が，イギリスの都合だけで出来上がった．

複合社会と言われるようになったのは1920年代，即ち，イギリス植民地支配の完成後のことである．
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マレー人社会内における人種もしくは種族の違いからなる２次的な区分もまたマレー社会を複雑

にしている．北部のぺうやケダ州にはスマトラ北部のアチェ族の移民が多く，クランタン，トレン

ガヌといった東海岸の州では元来タイ領であったころから今もって南タイのパター地方（マレー系，

イスラム教，マレー語）と殆ど区別がつかないほどで，タイ人との混血も多い．スランゴール，ジョ

ホールといった西海岸の州にはスラウェシのブギス人やジャワ人の移民社会が多く存在し，さらに，

ヌグリ・スンビラン州は元来西スマトラからのミナンカバウ人移民によりできた州である．それぞ

れの移民集団は同時に各々の伝統文化も一緒に持参しため，例えば，ジャワ人は双系的社会を，ま

たミナンカバウ人は母系社会を作っている．

マレー社会はスルタンを頂点に，王族，貴族，臣民，そして非マレー人という階層社会を形成す

る．スルタンは世襲制で，マレーシア全13州のうちの９州に１人ずつおり，この中から５年１期を

限度としてマレーシア連邦の元首または国王（ヤン・デイ・プルトウアン・アゴン）を選出する．

王は君臨するだけで実際の統治権は国会と，それが任命する内閣にある．国王は儀礼上の君主に過

ぎず，統合の象徴ともいいがたい．スルタンはイスラムの長を兼ねる．スルタンは単に世俗権威の

頂点にあるだけでなく，精神世界の長でもある．

こうしたマレーシアの民族的多様性や文化の重層性を理解するために，マレー半島の民族，文化

の移動の歴史的背景を見る必要がある．

（４）東南アジアのインド化

マレー半島は数千年の間，北の大陸から南の東南アジアの島々に差し伸べられた橋となり，イン

ドと中国の間を行き交う船に風待ちの港を提供してきた．インド商人のマレー世界への到来は中国

人より古く，その影響は長い時間かけてマレー世界に浸透した．インド文明の伝播はインドからの

商人達が到着し定着した場所，つまり，港市と宮廷に始まる．インド文明の影響は現在でも，スル

タンの即位式やサンスクリットの使用とか，マレー人の伝統的な結婚式や，さらには村で今日でも

演じられている影絵芝居（ワヤンクリット）にみられる．マレーシアを合む東南アジアそのものが，

基本的にはインド化というベースがあってその上に民族文化が開花してきた．マレー半島の歴史的

重要性はその地理的位置，即ち，インドと中国を結ぶルートの中間にあることによる．マレー半島

全体に多大な影響を及ぼしてきたのは中国よりもむしろインドで，マレー半島が初期の文明と２つ

の宗教（ヒンドウーとイスラム）を受容したのはインドからであった．この背景には中国王朝が外

部に依らなくとも自足できたという中華思想的性格がある．

古代のマレー半島の各地には古くからインド人が来航，定住し，それに刺激されて国家が形成さ

れた．東南アジア大陸部，及び群島部にはじめて大乗仏教，シヴァ教など，いわゆる「インド文明」

を伝えたのはこのマレー半島各地に移住，定着していたバラモンであった．

４～６世紀段階の東西交渉は，マレー半島の東海岸に上陸して半島の脊梁を横断し，ベンガル湾

またはタイ湾に出るのが一般的であった．このため，マレー半島には多くの小王国が発生した．７
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～８世紀のマレー半島には赤土国が存在したことが記されている．かなり大きな国で，「人々は仏

法を敬い，バラモンをもっとも大事にする」といわれた．シュリヴイジャヤ（７～１５世紀）はケダ

とスマトラ南部のパレンバンの２港を支配することでマラッカ海峡を経由する国際貿易を支配した．

スマトラに関する最も早い記録には，644年に「摩羅遊（まらゆう）国」が入貢したことが記さ

れている．シュリヴイジャヤでは671年頃に大乗仏教が興隆した．

１２世紀に入って，インド中部のナーランダー僧院がイスラム教徒の攻撃によって廃絶すると，イ

ンドと東南アジアとの知的交渉が途絶え，その結果東南アジアの各地では大乗仏教，シヴァ教など，

元来は別の宗教であったものが混同し，それに固有の信仰が融合した混合宗教が行われるようになっ

た．一方ナーランダーにかわってスリランカが上座部仏教の中心地として重要な意味を持つように

なり，伝統的・保守的な上座部仏教が東南アジアに伝播した．

（５）東南アジアのイスラム化

イスラム教徒は少なくとも８世紀から東南アジア群島部の各地に来航した．住民が実際に信仰す

るようになったのは13世紀末のスマトラ北端という，それまであまり文化の栄えた様子のない場所

においてであった．それは，それまでイスラム教徒の訪れた各地には大乗仏教，シヴァ教などの信

仰が定着しており，そのためにイスラムの信仰が受け入れられなかったからだ．1292年にスマトラ

のフェルラク王国（スマトラ北岸のペルラク）に立ち寄ったマルコーポーロの「東方見聞録」には，

同地でインド，西アジア方面から来航した商人達によってイスラムが伝えられている様子が記録さ

れている．これは東南アジアの原地民社会のイスラム化についての最初の記録である．スマトラの

北部では，イスラムの信仰の導入とともに，胡板の栽培が始まった．これはイスラム商人によって

インドのマラバール地方から移植され，商品作物として生産されるようになったもので，後に東南

アジア群島部の重要な輸出商品となった．

１３世紀末にスマトラ北部のサムドラ・パサイにイスラムを奉する王国が成立した．この「サムド

ラ」がのちに全島の名称となり，今日のようにスマトラと呼ばれるようになった．サムドラ・パサ

イは東南アジアにおける最初のイスラム国となり，その後長くイスラム信仰の中心地となった．東

南アジア島峻部の広い範囲にイスラムが伝播したのは１５世紀以後のことで，マラッカがイスラム国

家となってその基地の役割を果たし，ジャワ北岸の港市に受容され，１６世紀初めにはモルッカ諸島

やブルネイ国などがマラッカとの直接間接の通商関係からイスラム化した．1511年にマラッカ王国

が崩壊すると，イスラム教伝播の中心はジャワに移転した．周辺のインドネシア各島やフィリピン

南部のイスラム化は１６世紀の間に進行し，現在のイスラム圏に近づいた．

（６）マラッカ王国

マラッカの通商範囲は東南アジアのほぼ全域，さらに東アジア，南アジア，西アジア，東アフリ

カ各地の通商センターにまで及んだ．これら数十の地域から大小の船舶が年々百数十隻もマラッカ
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に出入りし，西方からインド産の織物や西アジアの珍奇な品，北方からの中国産の絹織物，陶磁器

その他，東方からのインドネシアの香辛料など，各種多数の商品が集散する世界的な通商センター

となった．

パラメスワラの後を継いだイスカンダールーシャー（1414-1424）の時代からマラッカのイスラ

ム化が始まる．マラッカ王国がイスラム教国家として確立したのは５代目のムザヅファルーシャー

(1445-1459）の時であり，ムスリム君主の栄称であるスルタンの称号もムザッファルーシヤーを初

めとして以後の歴代君主に採用された．

マラッカ王朝がイスラム化した背景には中国とタイのアユタヤ王朝との関係がある．建国したば

かりのマラッカはパラメスワラが明の永楽帝からマラッカ国王に封じられて以来，中国の勢力を背

景にジャワやシャムの勢力と対抗しようとした．マラッカはまた，アユタヤ朝やマジヤパイト朝の

圧力を排除し，これと対抗しつつ発展を目指す新興国家であるから，東南アジアに伝統的な古典イ

ンド的思想に対置できる新しいイデオロキーを必要とし，そのためにもイスラム教が受容された．

また西アジア，インド方面の富裕なムスリム商人を引き付けてマラッカ港の繁栄を目指そうとした．

（７）ポルトガルのマラッカ占領

マラッカは1511年にアルフォンソ・デ・アルブケルの率いるポルトガルの艦隊の攻撃を受けて占

領され，マラッカ王国は各地を点々と移動した後，マレー半島南端のジョホールに移り，ジョホー

ル王国となった．ジョホール王国はその後，マラッカのポルトガル人に対抗する大勢力となり，マ

レー半島の各地を支配下におき，イギリスの植民地時代をへて現在のマレーシア連邦へとその歴史

を辿ることが出来る．

マラッカ王国が東南アジア群島部に残した大きな遺産は，イスラム教とマレー語の普及である．

貿易関係を通してマラッカ王国の言語であるマレー語が通商用語として各地に普及し，今日のマレー

語，インドネシア語はともにこのマラッカのマレー語が基礎となって形成された．

（８）マレー半島の植民地化

オランダは1824年にイギリスと条約を結んで，イギリスのスマトラからの撤退を条件にマラッカ

をイギリスに譲渡した．イギリスはマレー半島内の小王国間の争いにつけ込むかたちでマレー半島

の支配を確立した．イギリスは1824年にマレー半島での優位を確保し，1867年にはマラッカ，ペナ

ン，シンガポールを直轄の海峡植民地に組み込み，中国人を大量に搬入して錫生産に投入した．

1874年には錫産地のぺうの内乱に介入し，イギリス駐在官制度を導入し，スルタンを有名無実化し

た．この方式によってスランゴール，ヌグリ・スンビラン，パハンの各スルタン領はイギリスの支

配下に組み込まれ，1895年までに連邦マレー州に統合された．今世紀にゴムの栽培に成功し，イン

ド人労務者を南インドから大量に搬入した．そして，イギリス人顧問を仲介とした間接支配体制を

築き，1914年にはクランタン，ケダ，ペルリス，トレンガヌ，そしてジョホールのスルタン領を非
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連邦州に統合する．かくしてマレー半島では海峡植民地（ベナン，マラッカ，シンガポール)，連

邦州，非連邦州の３つの区分からなるイギリス植民地体制が完成した．

マレーシアは1957年にシンガポールを除く旧イギリス植民地がマラヤ連邦として独立し，1963年

にはシンガポール，さらにサバとサラワクを合わせて，マレーシア連邦を結成．マレーシア連邦は

僅か２年後の1965年に，シンガポールが分離独立した．

南太平洋の島々とマレー・インドネシアはともにくネシア〉の世界，海洋民族の世界を共有して

いるため，文化的に共通することも多い．他方，同じくネシア〉の世界でも主に小さな洋島からな

る南太平洋の島々と大陸的な陸島からなるマレー・インドネシアでははっきりとした文化的違いも

見られる．その最も大きなものがインド化やイスラム化といった高文化の洗礼を受けたか否かにあ

る．南太平洋の島々もマレー・インドネシア世界もその基層の物質文化や土着文化，そして植民地

化による西欧文化の受容という点では共通するものの，マレー・インドネシアの文化が，その中間

にインド・イスラムという高文化の層を有する点で，南太平洋の諸文化と大きく異なってくる．

３．マレー人の生活世界

（１）カンポンの生活

マレー半島の東海岸にあるクランタン州とトレンガヌ州は，マレー人の“心のふるさと”ともい

われている．この二つの州の住民は大多数がマレー人である．従って，たこあげや独楽まわし，烏

のさえずりの競争，シラットという空手に似た護身術，木や金属性のものを叩いての音楽の合奏，

影絵芝居などのいわゆるマレーの伝統文化が一番よく保存されている所でもある．この地方はマレー

人にとっても，自分たちの忙しい日常生活のなかでは忘れかけている伝統的なものを思い出させて

くれる心のよりどころである．

クランタンの州都コタバルの市場は大きくて有名で，市場のなかには海の幸，山の幸が豊富にと

ころ狭しと並べられている．人口も多くないのに大量の物，しかも，同じ物を売っている売り場が

ずらりと並んでいる．売場は広い場所の，一段高くなったところへ，個人個人で品物を積んでいる

だけで，隣との仕切りもない．呼び込みをするわけでもなく，値段の競争をするわけでもない．こ

の大量の品物も固定客がついているからさばける．

クランタンの南にあるトレンガヌ州は，南シナ海に面して240キロにも及ぶ長い美しい海岸線を

もつ．モンスーンの影響を受けやすく，１２月から翌年の２月にかけては，海がしけ，海岸線にある

水上住宅もかなりの被害を受ける．マレーシアのなかでも一番開発の遅れた貧しい州であったが，

1978年にこの沖合いで油田が発見されて以来，長い海岸線の南の地域に大きな船の着く港ができ，

石油や天然ガスの工場のほか，関連する工場や火力発電所が建てられ，立派な道路も作られた．製

油所や工場の煙突から天然ガスの燃える煙が立ちのぼり，今までの静かなマレーシア東海岸が急に

活気づいた．この州はまた，歴史的に古いマレー人の移住地でもあり，マラッカ王国のできる１世

紀前にはすでにイスラム教の地域としてひっそりと存在していた．マレーシア国内のコーラン独唱
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コンテストの優勝者は，ほとんど毎年このトレンガヌ州の出身者である．クランタン州同様，手工

業が盛んで，とくにソンケットなど手織りの縞の布地は古くから伝わる家内工業として女′性のあい

だに継承されてきた．

マレーシアの人たちは，たいてい自分のカンポン（村，ふるさと）を持っていて，それを大事に

する．自分はどこどこのカンポンから来たという話をよくする．とくにマレー人は，ついこの前ま

で大半は地方にいた．マレーシアは，一つの国を便宜上いくつかの州に分けたのではなく，州の単

位でできあがってきた．それだけに自分の出身地に対しては愛着がある．だから都市部でも，カン

ポンといって，心の拠りどころとして懐かしむ．「お国なまり」もあるし，ふるさと独特の食べ物

もある．

（２）マレーの結婚式

結婚式の日，花嫁と花婿は，王子と王女に変身する．式は花嫁の家で行われ，式が終わるまで花

嫁は自分の部屋で待機する．花婿が家族や親戚の人たちとやってきて，結婚式用に準備されている

部屋のまんなかに座る．その後ろに友人が四人，そして，両家の親戚の男性が彼らに向かい合うよ

うにして座る．カデイーというムスリムの結婚の登録をする聖職者が呼ばれてくる．

カデイーはまず花嫁の部屋へ行き，花婿との結婚の意思を確かめる．次に，花婿にイスラム法上

の規約を改めて教える．そして記録の書類に結納金の額を書き込む．カデイーは花婿の右手を取り，

｢私，○○の息子だれそれは△△の娘だれそれを妻とするために，いくらいくら払います」という

台詞を教える．花婿は，それを一度も間違えずにみんなの前ですらすらといえなければ，この結婚

はご破算になってしまうが，花嫁の父が許してくれれば合格である．

合格すると，記録書にサインをして正式の夫婦になる．その場にいた人たちもみんな証人として

サインする．カデイーはコーランの一節を読み，祈りをした後，花婿を花嫁の部屋に連れていく．

そこで花婿は花嫁の額に右手で触れ，花嫁はその手に鼻をつけるようキスをする．これで式が無事

終了である．

披露宴はふつう花嫁の家で行なわれるので，花婿は友人たちと行列を作って，鉦や太鼓を打ち鳴

らしながら，花嫁の家に到着する．家の中にしつらえてある台に座って，王子や王女と同じような

祝福をまわりの人たちから受ける．そして食事である．マレー人の結婚式に招かれた客は，帰ると

きに卵をもらうのがしきたりで，卵は，ゆで卵にきれいな色をつけ，金銀のモールで花飾りが付い

ている．卵というのは，いい子どもに恵まれますようにという縁起ものなのだ．

（３）マレー人の埋葬と墓

昔はモスクのまわりは墓地になっていたが，最近はそれが郊外に移されて，都会で見ることがな

い．墓地の中に木の柱が立っていて，ところどころの柱には白い布が巻きつけてある．この白い布

は，最近だれかがお墓参りにきたという印である．イスラム教の死生観では，死というのは，この
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世でのすべての勤めを終えて，神の意思により神のもとへ帰るということである．だから，自然の

死は恐れないが，事故や自殺，人殺しのような酷い死は恐れる．

人は土から生まれて土に帰るので，なるべく早く士に戻してあげるために，人が亡くなったら少

なくとも24時間以内には埋葬する．亡きがらは，男性なら男性に，女性なら女’性によって洗い清め

られ，樟脳水や香草がふりかけられ，白い布でぐるぐる巻きにされる．祈りが唱えられ，板のよう

なものに枕をして寝かせ，上から箱のかたちをした棺をかぶせて，墓地まで運んでいく．墓地に掘

られた穴に，頭をメッカのほうを向けて右を下にして寝かせ，顔の右側の部分の布をずらして土に

つくようにする．上には，土があまり一度に落ちてこないように，薄い板を置いてから土をかける．

埋葬の参列者は，１人２回ずつ土をすくってかけ，後は墓掘人が全部埋めて，頭と足のところに木

の柱を立て，そのあいだの部分に水をかける．男性の墓の柱は上の部分が丸くなっており，女性の

ものは四角である．女性は埋葬式には参加しない．モスレムの喪服は白である．埋葬式から戻って

きた男‘性は，水浴びをして衣服を取りかえるまで，赤ん坊を触ってはいけない．

（４）マレー人の食文化

日本では数十年前まで，父が所定の位置に座り，家族全負が食卓を囲み，一斉に「いただきます」

と合掌してから食事を始めた．おなかの空いていない人も空いている人も同時に食べるというのが

日本の「良き」伝統である．これに対して，マレー人の場合には，おなかの空いた人がそれぞれの

都合のよい時間に食べる．マレー人の主食はご飯にカレーをかけたもので，不意の来客であっても

必ず食事を勧める．３人であろうが５人であろうが，あるだけの量を少なくとも皆で分け合って食

べる．女性は，ふつう最後に食事をする．

マレーシアで最も一般的な料理といえばカレー料理で，カレーには大きく２つの種類があり，一

方は赤い色をしてカリーと呼ばれて，他方は黄色でグライと呼ばれ，香りがよく甘味がある．いず

れの場合も，ココナツの白い実の部分を砕き，それに水を加えて撰んで出てきたココナツミルクと

呼ばれる白色のエキスを加えて味に深みを出している．

農村で暮らしている人々を見る限り，マレー料理は，カレー料理以外では食生活は質素で料理の

種類が少ない．カレーには肉や魚を使う．カレー以外では，アジのから揚げ，小海老を唐辛子とト

マトで炊いたものや目玉焼き，野菜のごった煮，チキンのダシでとったスープにカリカリに揚げた

玉ねぎとコリアンダーの葉を浮かせたものがある．魚やその切り身を焼いたものもある．

食事のときには，マレー人もインド人も，右手だけを使って食べる．フィンガーボールの大きな

ものが置いてあり，それで指先だけを洗う．テーブルの上には，肉，鶏，魚，野菜などのマレー料

理が並んでおり，白いご飯が回される．ご飯をまず皿にとり，その横に，テーブルの上に出ている

料理を適当にのせ，皿の上でご飯と料理を手で混ぜ合わせて，指先でちょっとまとめて口に運ぶ．

指先でまとめた食べ物を，下を向くようにして，舌の先へのせるようにして押し込む．魚をむしっ

たり，鶏の骨をはずしたりは，右手だけでしなければならない．海老もできるなら右手だけで殻を
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はずして食べる．カレーのボウルや皿を隣の人に回すときも，右手だけを使う．

マレー人はイスラム教で禁じられているので，豚を絶対に食べない．厳格な人は，そこの台所の

鍋やまな板さえ一度でも豚を調理したものであれば，いくら洗っても汚れたものだという．また，

豚を食べた人の使った食器で物を食べさせられるのは嫌だという人もいる．コーランによれば，

｢アッラーが，汝らに禁じ給うた食べ物といえば，死肉，血，豚の肉，それから，ほうるときにアッ

ラー以外の名が唱えられたもののみ．それとても，自分から食い気を起こしたり，わざと神命に背

こうとの心からではなくて，やむなく食べた場合には，別に罪になりはせぬ．まことにアッラーは

よく罪をゆるし給うお方．まことに慈悲の心ふかきお方」と．ムスリムの人たちは，ハラールといっ

て，イスラム教の方法で首を切り，祈りが唱えられて殺されたものの肉しか食べてはいけない．ま

た，犬は鼻が濡れているからさわってはいけない．

マレー人に外食の習慣がないわけではない．マレー人は身を着飾ることに多く費やし，中国人は

食べ物に費やす．マレー人の多くが育ってきたカンポンでの食事内容の簡素さ単調さから，あまり

食事のバラエティに関心が強くなく，家庭での毎日の食事で満足している．また，マレー人女性は，

人前で男に交じって食事することを恥ずかしいと考えている．さらに，マレーの場合，まだ料理人

がプロとしての技量を確立していない．中華料理では，屋台は別として，男の料理人が料理を作る．

マレー料理の場合には，家庭料理の延長のように女性が作っていることが多い．宗教も言語もばら

ばらな中国人は，毎日チャーシュー（焼き豚）を食べることでお互いに一体感を感じているといわ

れるぐらい，中国人にとっては食事が生活の中心にあるが，他の民族は必ずしもそうではない．
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